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１．わたしたちは、病める人に愛情をもって奉仕します。
２．わたしたちは、病める人と痛みをわかちあえるよう日々努力します。

３．わたしたちは、病める人に生きる喜びを与えられるようこころ豊かな生活を心がけます。
４．わたしたちは、病める人とともに自分のもつ大きな理想のため誇りをもって働きます。

５．わたしたちは、病める人のため医学の基本を理解し、医療人として仕事の喜びを味わいます。

0826-72-6511

0826-72-6541

“ＫＩＳ（= ｋｅｅｐ ｉｔ ｓｉｍｐｌｅ）”とは…
人生を、現況を、物事すべてを複雑に考えるのではなく、単純に、簡単に考えて実行しようという意味です。
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完成した作品の一部をご紹介します。

普段病棟では、作業療法士を中心として作品作りを行っています。

毎月活動紹介の欄にて掲載しています作品の制作、秋祭りや来年の干支の作品など、

皆さんが作品に取り組んでおられる場面の一部をご紹介します。

精神保健福祉士実習生

当院にて実習を終え

①実習を終えてどうでしたか？

ていく中で感じるジレンマや病棟内で患者さんの人権擁護につい

て何を取り組んでいけるのかなどについて考え学ぶことが出来ま

した。

②

分からないことを丁寧に教えて下さるだけでなく、支援の在り方

などについて意見交換もすることができて学びが多かったです。

この講座では、

とそのご家族を温かく見守る応援者「認知症サポーター」を養成

します。全国的な取り組みであり、北広島町でも

から大人まで幅広い世代の方に受講いただいています。

９月は、認知症の理解を深める「認知症月間」と国が定めて

おり、北広島町の４か所でも９～１１月に講座を開催しました。

塗り絵や貼り絵、はさみなどを使って紙を切ったりと様々な作業活動を行っておられます。

皆さんが作られたパーツを組み合わせて、大きな作品が出来上がっていきます。



まいたけご飯

白菜とみかん缶のサラダ

茶わん蒸し

ほうじ茶プリン

ある秋の日の献立

炊き上がった炊飯器のふたを開けると、まいたけの香りが

広がり秋の訪れを感じさせます。

茶碗蒸しはエビ、しいたけ、かまぼこ、三つ葉と具沢山に。

茶碗蒸しは患者さんや利用者さんに喜ばれる、栄養給食課

いち押しのメニューです。

ほうじ茶プリンは煮出したほうじ茶に牛乳を加えて固め、

あんこのソースをかけた和風デザートです。

旬の野菜を沢山使い、秋の味覚を楽しんでいただきました。

精神保健福祉士実習生

当院にて実習を終えた学生に感想をいただきました

①実習を終えてどうでしたか？

2週間という短い間でしたが、入院している患者さんと関わっ

ていく中で感じるジレンマや病棟内で患者さんの人権擁護につい

て何を取り組んでいけるのかなどについて考え学ぶことが出来ま

した。

②実習中良かったと感じたことは？

職員さんが優しく、のびのびと実習をすることができました。

分からないことを丁寧に教えて下さるだけでなく、支援の在り方

などについて意見交換もすることができて学びが多かったです。

当院では、虐待防止委員会や行動制限最小化委員会・看護師教育委員会等を

中心に患者さんの人権・権利擁護に取り組んでいます。学生には、この実習で

学んだことをぜひ今後の活動に活かして頂きたいと思います。将来、精神保健

福祉士として様々な機会の中で一緒に仕事が出来ることを楽しみにしています。

県立広島大学から実習生

が来られました

この講座では、認知症について正しく知ってもらい、認知症の人

とそのご家族を温かく見守る応援者「認知症サポーター」を養成

します。全国的な取り組みであり、北広島町でも小・中・高校生

から大人まで幅広い世代の方に受講いただいています。

９月は、認知症の理解を深める「認知症月間」と国が定めて

おり、北広島町の４か所でも９～１１月に講座を開催しました。

この養成講座に限らず、地域の集まりなどで、認知症について話を

聞いてみたいというご希望がありましたら、ぜひお声かけ下さい。

北広島町認知症地域支援推進員

☎ ０８２６－７２－６５１５

認知症サポーター養成講座

■何度聞いても理解を深めていくべきと感じた。

■みんなで支える地域づくりが必要と思った。

■周りの方に目を配り、

専門の人につなげていくことが大切だということが分かった。

受講された方より

職員にズームアップ

当院では様々な職種のスタッフが働いており、患者さんと関わらせて

いただいています。このコーナーではどんな職員が働いているのか

ご紹介していきたいと思います。

作業療法士（入職2年目）

Q.この職業を選んだ理由

Q.仕事をしていて嬉しかったこと

Q.患者さんに声掛けをする時に大切にしていること

Q.好きな言葉は

・精神・発達障害の影響を家族として

身をもって感じる中で精神科で活躍する

作業療法士の存在を知り、志すようになりました。

・一方的な判断をしないこと。

相手あってのことの気持ちを忘れないように

しています。

・大切なのは倒れないことより、すぐ起き上がる

ことである。 精神科医 斎藤 茂雄
・はじめて担当した患者さんが私服に着替え、

ご家族の車で帰宅された姿をみた時です.。



さんの近況

年 月 日 職種 氏名

各部署の活動予定をコメントしております。

場合によっては内容の変更がございますので、ご了承ください。 ※ OTは作業療法士の略です。

現在病棟には「秋と言えばこ

れ！」といった松茸やサンマ、菊、

カボチャなど、秋を思わせる作品

を作成し飾りました。いつもご紹介

する壁面以外にも今回のような作

品も作っています。（OT田中）

今月の作品はコスモスです。１

枚15ｃｍの花びらをたくさん作り、

色や枚数を考えながら、組み

立てました。背景は緑のこよりを

模様に貼ることで、コスモスの

雰囲気を出すことに成功しまし

た。(OT金月)

「葉のような鳥」を作っていただきま

した。普段とはひと味違った絵に

苦戦しながらも下絵に沿って色を

選び、背景の貼り絵まで丁寧にさ

れました。秋らしさを感じられる作

品となりました。

（OT中岡）

今回は大漁旗をイメージした絵を

色のついた玉で貼り並べて作りま

した。一個一個貼っていくのは苦

労されていました。完成後ははっ

きりした色のため見栄え良い作品

になりました。

（OT寺迫）

今回は「つれづれきのこずかん」を作りま

した。色や形を自由に選んで、模様や

色合いを考えながら一生懸命貼り絵を

しました。「ヤマカジタケ」「いっぽんしめ

じ」など、自分で名前を付けてもらい、お

もしろい図鑑が完成しました。カラフルで

かわいいたくさんのきのこができ、皆さん

も見て楽しんでおられました。

(生活相談員 弘中）

活動にお誘いすると「寒いから、

もう少し後から行くよ」との返事が

聞かれる季節となりました。作品

作りも来年の干支「巳」や正月

飾りを本格的に取り組み始めま

した。

皆さん「一年過ぎるのは早いね」

と話されています。（OT国政）

●１０月２２日２病棟

●１０月２３日１病棟

●１０月２４日３病棟

各病棟、上記の日程で大掃除

を実施しました。シーツや

マットを外しベットの隅々ま

でブラシや雑巾を使って拭き

掃除を行いました。床頭台も

荷物を出して拭き掃除を行っ

ています。皆さんが気持ちよ

く過ごして頂ければ幸いです。

10月27日に投開票と

なった第50回衆議院議

員総選挙の不在者投票

を行いました。

通常の選挙と同様に、

選挙立会人のもとで投

票していただきました。

皆さんの大切な一票は

責任を持って送致いた

しました。



編 集 後 記

11月

3日 金子 / 10日 東 /17 日 森

23日 田辺 / 24日 寄政

◇日中過ごしやすい日が多くなりましたが、朝晩の気温も急に下

がりはじめ、寒さを感じる日も増えてきました。

皆さんが作られていた作品も、もみじやコスモスなどの秋を感じ

るものや、既に来年の干支の作品に取りかかっておられる方もい

らっしゃいました。あっという間に１年が過ぎていくように感じ

ます。…河村

休日、祝日（元旦を除く）はこぶし苑に相談員がいます。都合によ

り、相談員の変更がある場合がございますので、ご了承下さい。

【保険証等ご提示のお願い】

毎月、保険証等の確認を受付にて行っています。

当院は、マイナンバーカードを保険証として使える、マイナ受付に対応しています。

変更等がない場合においてもご提示をお願いしておりますので、ご協力をよろしくお願いします。

【他科受診について】

患者さんが外部の医療機関を受診する場合、病棟スタッフ又はソーシャルワーカーにご連絡下さい。

【私物への名前記入のお願い】

衣類等の私物を持って来られる際、紛失防止のため、必ず名前をご記入ください。

なお、私物交換は外来で行いますので、受付までお声かけください。

― やまびこ意見箱について ―
皆様にとってよりよい医療機関となりますよう努めてまいります。ご遠慮なく投函ください。

【病棟面会について】

対面面会を行っております。月曜日から土曜日（日祝を除く）の午後を面会時間とさせて

いただいており、当院外来にて面会が可能となっております。予約制となっておりますので、

ご希望がございましたら、担当ソーシャルワーカーまでお問い合わせください。

〒731－1535

広島県山県郡北広島町今田3850

TEL：0826-72-9753  0826-72-9038

FAX：0826-72-3802

認知症対応型共同生活介護

グループホーム やどりぎ

グループホーム 「やどりぎ」

の介護職員、介護支援専門員の

スタッフを募集します。詳しく

は、採用担当係までお問い合わ

せください。

TEL 0826-72-6521

サービス付き高齢者向け住宅「こぶし苑」のご紹介

居宅介護支援事業所「まほろば」

通所介護事業所「つれづれ」

訪問介護事業所「いぶき」

高齢者向けの賃貸住宅のため、それぞれの生活リズムで過ごされています。必要に応じて、医療・介護保険サー

ビス、また生活支援サービス（※）を組み合わせることが可能です。当苑提供の食事を召し上がられる方が多い

ですが、好きなものを買われたり、外食されたりする方もおられ、自由度が高いです。

※生活支援サービス：保険外の実費サービスで、家事援助、外出付添、買物代行など

どんな生活が送れる？

・主に６０歳以上の方が対象です。

・生活相談員が常駐しており、安否確認と生活相談をお受けしています。

こぶし苑ってどんなところ？

まずはお電話（電話番号：0826-72-9753）かご来苑にてご相談ください。

見学やパンフレット送付希望も随時受け付けています。

入居までの流れは？

各居室にトイレや

エアコンなどを完備

高齢者の方も安心な

バリアフリー設計

～苑内の様子～


	連続印刷　サンプルファイル
	連続印刷　サンプルファイル

